
企
部
古
政
志
谷

廿
七

地
よ
り
今
の
木
，
新
保
へ
移
帥
押
せ
し
怠
る
べ
し
。
筒
屋
版
の
六
用

銀
民
、
常
稲
品
寸
前
骨
光
寺
の
米
と
あ
り
。
此
は
今
の
寺
地
を
い
へ
る
も

の
也
。

O
木
，新
保
畑
地

此
の
地
は
、
常
稲
寺
の
北
隣
怠
る
地
也
。
貧
困
府
八
年
の
金
津
闘
に
接

木
加
と
紀
州
帆
し
、
畑
地
の
北
隣
を
篠
嶋
典
路
、
共
の
隣
は
前
悶
凶
舎

の
邸
地
な
る
よ
し
見
え
た
り
。
一
目
前
民
、
此
の
畑
地
は
.

一
柳
監
物

殴
料
品
剣
の
跡
地
に
て
、
此
の
図
を
取
段
ち
た
る
後
.
畑
地
花
命
ぜ
ら

れ
し
た
り
。
と
い
へ
り
。
按
・
予
る
花
、
是
は
社
線
の
設
な
る

べ
し
。

此
の
畑
地
は
利
常
卿
の
時
世
よ
り
礁
の
畑
地
陀
て
、
昔
は
此
の
地
議

抑
制
て
刷
友
り
し
か
ぽ
‘
一
柳
殿
預
け
ら
れ
し
時
、
畑
地
陀
禁
鋼
所
を

建
て
ら
れ
、
共
の
後
も
迫
L
H

諸
士
の
邸
地
と
成
り
、

或
は
町
地
と
な

H
.
迫
L
K

畑
地
減
少
し
て
、
値
比
後
-R

ま
で
御
州
と
稀
し
残
れ
る
も

の
也
と
い
へ
り
。
改
作
所
柏
市
記
K
紋
せ
た
る
延
費
六
年
十
二
月
金
調
印

狙
州
地
取
問
時
甘
K
、ニ

ク
所
木
，新
保
御
刷
。
と
あ
り
。
此
の
畑
地
は
合

所
奉
行
の
支
配
危
り
け
り
。
十
二
品
川
史
容
品目
所
僚
目
部
に
、
木
，新
保

井
品問
所
御
土
滅
後
之
御
刷
、
品
目
所
よ
り
支
配
仕
り
、
桁
・
梨
く
る
み

等
托
て
も
出
来
宜
時
分
、
御
畑
番
人
断
次
第
も
が
せ
上
v
之
。
右
御
畑

是
も
天
保
年
中
K
臨
臥
せ
ら
れ
、

出両
方
よ
り
取
寄
せ
拙
ゑ
し
め
ら
れ
し

名
木
の
柿
木
た
ど
は
、
城
内
二
，丸
へ
移
さ
せ
ら
れ
・

跡
地
は
路
士
の

邸
地
と
成
り
、
モ
の
磁
地
主
地
子
地
と
成
し
、
町
家
を
建
て
た
り
。

O
畑
地
番
人

組
放
論
文
陀
峨
せ
た
る
御
州
格
人
取
扱
方
伺
告
に、

御
植
木
畑
之
木
取
挽
ひ
、
段
k

侍
屋
倒
K
相
渡
り
申
に
付
.
御
畑
容

人
共
住
居
無
=御
座
一一迷
惑
仕
候
。

何
茂
微
妙
院
桜
御
代
巴
来
御
畑
に

被
a
指
世
一
先
年
御
扶
持
可
ν
被
ν
下
旨
に
御
座
侠
へ
共
、
柏
木
之
間
州
を

作
巾
桜
花
奉
ν
願
、
御
扶
持
方
之
儀
仰
断
申
上
候
由
民
而
・

今
以
共
通

に
混
在
候。

然
所
忙
御
畑
上
り
候
へ
ば
、
ひ
し
と
迷
惑
仕
候
閥
、
割

鋭
前
小
者
小
使
小
者
な
ど
之
内
、
何
陀
成
共
被
a

召
位
-被
v
下
候
者
、

恭
可
v
奉
v
存
候
。
年
寄
申
者
は
せ
が
れ
弟
在
ど
御
車
中
公
相
勘
候
核
陀

仕
度
車中
v
存
候
。
左
様
之
俄
も
難
ν
成
事
候
は
ピ
、
侍
屋
敷
に
相
渡
り
申

候
御
州
之
飴
り
地
之
内
.
町
並
近
き
所
二
・
三
ケ
所
K
成
共
和
銀
、

家
下
程
地
子
地
広

被
=仰
付
-被
・
下
候
者
、
少
分
之
商
仕
度
出
‘
私
共

迄
傘
ν
関
候
。

て

倒

場
小
者
・
小
遣
小
者
召
抱
候
岬
刷
、
制
場
臨
時
行
中
h
相
談
仕
候

慮
、
各
叫
制
御
指
闘
無
a
御
磁
回
候
得
而
は
、
難
a
召
世
-幽
巾
候
。
右
願
之

金
海
古
蹟
志
笹
廿
七

四
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陀
紡
八
本
梨
拾
一
本
有
v
之
。
初
は
市
一
牛
・
大
和
、
梨
は
ひ
の
み
と
弁

放
生
寺
也
。
大
和
初
は
宜
時
分
併
人
断
次
第
御
用
所
b
及
E

案
内
一
指

園
次
第
も
が
せ
、
御
在
図
之
湖
は
御
衣
へ
持
参
上
ν
之
。
御
留
守
年
は

御
用
人
余
へ
致
a
案
内
一
御
剛
山
式

へ
謀
総
。

九
月
以
は
御
キ
杯

へ
被
ν
泣

由
。
右
御
刷

K
有
v
之
鶏
一
朗
花
菊
共
外
刷
物
は
、
御
畑
番
人
自
分
陀

作
り
て
資
る
。
給
銀
等
之
た
め
如
ν
此
。
叉
稲
荷
は
、
伊
藤
孫
太
夫
垣

の
た
め
に
さ
h

せ
也
候
。
又
、
毎
年
春
中
K
而
も
、

合
所
市略
行
不
ν
磁
.

御
桜
目
共
.
御
制
見
分
陀
罷
越
。
た
ど
ゐ
あ
り
。
ま
た
古
宇
和
三
年
十

月
の
迷
ム
HU

K

、

木
新
保
御
釧
K
有
ν
之
候
来
、
年
々
貸
出
来
之
様
子
.
是
以
後
相
公
様

ね
不
v
及
a
巾
・上一

都
而
中
将
州
側
h
巾
上
候
桜
被
n
仰
向
-
候
。
且
右
御
畑

K
、
近
年
相
公
様
御
前
町
陀
而
局
一
-
御
植
-
之
分
、
質
出
来
之
様
子
・
御
露

地
方
よ
り
巾
上
候
得
共
、
何
と
か
木
故
障
等
之
邸
者
・
先
制
公
桜
へ

可
=巾
上
-旨被一
拘
出
日
候
事
。

亥

十

月

按
十
る
花
、
利
党
卿
の
時
は
柑
品
質
E
好
み
給
ふ
故
、

金
都
市
中
壁
郡

地
陀
も
柿
木
畑
な
ど
多
か
り
し
か
ど
、
W
H
叩
む
後
迫
k

股
止
陀
相
成

り
、
後
L
R

迄
存
在
せ
し
は
、
此
の
木
，新
保
の
畑
地
の
み
な
り
し
が
、

内
、
何
陀
而
も
被
a
仰
付
-被
v
下
候
桜
仕
度
車中
v
存
候
。
以
上
。

十
一
月
廿

一日

編

的

機

兵

術

市

戸

J，f， 

丞

律
問
三
郎
左
衛
門

津
悶
刺
市
治
術
門

本

多

安

易

桜

前

回

佐

渡

部帆

奥
村
伊
崎
出
桜

奥

村

因

幡

桜

村

井

出

雲

様

航

山

筑

後

様

右
は
、
貞
享
の
末
元
総
の
初
頃
の
伺
住
友
る

べ
し
。
さ
て
此
の
木
，新

保
な
る
畑
呑
人
の
事
は
、
十
二
世
完
投
台
所
保
闘
部
K
、
木
，
新
保
御

畑
帯
人
勘
右
術
門
・
市
部
兵
術
。
右
合
所
支
配
に
付・

簡
等
有
ν
之
節

中
間
候
。
究
保
元
年
九
月
甘
日
夜
木
，新
保
御
畑
b
盗
人
入
、
大
和
秘

等
盗
取
候
に
付
、
番
人
ね
ら
ひ
居
、
則
召
捕
位
候
官
、
相
断
に
付
、

番
人
口
上
承
届
益
人
は
御
加
番
人
民
預
け
世
、
m出
朝
御
月
番
h
相
建

候
庭
、
公
即
断
揚
h
可
a
相
波
自
己
目
凶
陀
付
、

則
御
畑
訴
人
指
添
.
公
都
場
h

四
九




